
町会・自治会の役員の皆さまへ 

 

  

共同募金運動にご協力いただき、ありがとうございます。 

共同募金と言えば、駅や商店街等で募金を行うイメージ 

がありますが、実は川崎市内の募金額の約８割は、皆さま 

の活動によって集められる各ご家庭からの募金です。 

 

しかし、これから皆さまが募金のお願いをしていただく 

時に、「目標額って？」「強制なの？」「何のために？」 

そんな言葉に、困ってしまうことがあるかもしれません。 

このような時にご活用いただければと、募金の目的や 

使い途など、地域の皆さまからお寄せいただくことが多い 

ご質問をＱ＆Ａでまとめました。 

 

共同募金は「じぶんの町を良くするしくみ」として、 

ひとりひとりの小さな力が、地域の福祉活動を支える 

大きな力となっています。 

今年もご協力のほど、どうぞよろしくお願いします。 

        令和２年９月吉日 

神奈川県共同募金会川崎市支会連合会、７区支会 

 

 

 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教えて！赤い羽根共同募金Ｑ＆Ａ 

共同募金会に多くお寄せいただくご質問をＱ&Ａでまとめました。 

赤い羽根の共同募金は、「町の人のやさしい気持ち」を集める活動です。社会

福祉法で定められ、認められている募金活動で、昭和 22 年に市民が主体の取

り組みとしてスタートしました。当初は戦後復興の一助として福祉施設を中心

に資金支援活動を行ってきましたが、現在では、皆さまのお住まいのすぐ近く

の地域の中で、様々な福祉活動に役立てられています。 

共同募金会では、被災地でのボランティア活動を支援するため、毎年、  

共同募金の 3％を災害等準備金として積み立てています。共同募金は都道

府県の区域を単位に行われている運動ですが、大規模な災害が発生した場

合には、都道府県を超えて全国の共同募金会が 

災害等準備金を拠出しあい、被災地を支援 

します。東日本大震災や熊本地震の復興のため 

立ち上げられた災害ボランティアセンターの 

運営にも活用されました。 

共同募金は、高齢支援活動や、子育て支援、地域の支え合い、傾聴などの

ボランティア活動から、障害者地域作業所などの 

機器の整備・社会福祉施設の改修まで、様々な民間 

社会福祉活動を支援しています。 

詳しくは「あさおだより」をご覧ください。 

共同募金ってなに？ 集めたお金は何に使われるの？ 

被災地支援にも役立っているの？ 

具体的に、どんな活動に使われているの？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤い羽根の共同募金は、まずは、何に使う必要があるのか募金の使いみちの

「計画」を決めてから集めるしくみです。そのため、民間の社会福祉施設や団

体などへ資金支援を行う必要額を見込んで、募金の目標額を定めています。 

また、目標額を参考に、１世帯あたりの募金の目安額を 

示ししている地域もありますが、募金のご協力は任意に 

よるものであり、募金を強制するものではありません。 

 

共同募金会は、税制上、国と地方公共団体と同じように、寄付に対する『優

遇措置の対象団体』になっています。個人からのご寄付は所得税の所得控除ま

たは税額控除、法人からのご寄付は、法人税の全額損金算入扱いになります。

詳細については、お問い合わせください。 

令和元年度の募金総額は１５２，５５１，９７６円でした。年々募金額は減

少傾向にありますが、毎年市民の皆さまに多大なご協力をいただいています。

ご協力 いただきました募金は、社会福祉協議会がすすめる、 

地域福祉推進のための事業や、ボランティア団体、当事者 

団体など、さまざまな福祉団体や施設において役立てられ 

ています。 

川崎市内で集まった募金は、いったん神奈川県共同募金会に集約されます。

神奈川県共同募金会には、助成先を決定する「配分委員会」が設置され、地域

のさまざまな立場の代表者が委員となり、市民が参加する形で助成先が決めら

れています。 

なんで目標額があるの？ 

寄付金控除が受けられるの？ 

川崎市の募金額はどれくらいなの？ 

募金の使い方って、誰が決めているの？ 

その他、ご不明な点は麻生区支会へお気軽にお問合せください。 



 コロナ禍における共同募金運動はどうすればいいの？ 

新型コロナウイルス感染症の影響により、人と人とのつながりを大切にした

地域福祉活動のしづらさに多くの地域で戸惑い悩まれていることと思います。 

共同募金運動においても「こんな時に募金活動なんて」という不安やご心配

の声があることは確かです。しかしながら、「こんな時だからこそ、さまざまな

場面でつながり続けること」が必要であり、このつながりの活動を応援するた

めに「うつさない」「うつらない」ことを前提として、できる範囲でのご協力を

お願いいたします。 

 

コロナ禍での戸別募金運動はどうすればいいの？ 

募金活動の際には、「うつさない」「うつらない」を前提に、マスクを着用し

短時間での訪問になるようご配慮ください。 

・事前に電話、メール、広報紙などで趣旨を示して協力を呼びかける。 

・活動時は適宜、手指消毒を行う。 

・訪問はできれば玄関先など屋外で。 

・手渡しでの寄付金の収受を控えるため、封筒などを使い、後刻領収書はポス

トに投函するなど、手渡しはできるだけ控える。 

お住まいの地域の実情にあわせて、無理のない範囲での募金運動にご協力を 

お願いいたします。 

募金はコロナ禍の支援にも役立っているの？ 

共同募金会では令和２年３月より、学校の臨時休校や企業の休業などにより

支援が必要な子どもたちや、生活に困窮されている方々、DV 被害を受けられ

ている方々等への緊急支援事業を実施しています。 
 

 

 

 

学校の臨時休校に伴い企業から共同募金会へ 

寄せられた食材をもとに少人数で活動を行うこども食堂 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人神奈川県共同募金会川崎市麻生区支会 
（事務局：川崎市麻生区社会福祉協議会内） 

 
〒215-0004 
川崎市麻生区万福寺 1-2-2 新百合 21 ビル 1階 

電話：952－5500 ＦＡＸ：952-1424 
 


